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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
あ
っ
て
は
、
医
療
従
事

者
の
献
身
的
な
努
力
に
頭
が
下
が
る
。
地
域
的
に
医

療
資
源
が
偏
在
し
て
い
る
北
海
道
で
は
、
医
療
従
事

者
が
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
、
都
市
部
よ
り
も

困
難
な
現
場
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
懸
命
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
か
つ
て
学
生
時
代
に
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

著
作
集
』（
現
代
社
）
を
読
ん
で
感
銘
し
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
看
護
職
員
の
離
職
実
態
は
深
刻

で
あ
る
。
正
規
雇
用
看
護
職
員
の
離
職
率
（
二
〇
一

九
年
）
は
一
一
・
五
％
で
あ
り
、
新
卒
看
護
職
員
の

同
八
・
六
％
と
比
較
し
て
高
い
（
日
本
看
護
協
会
『
二

〇
二
〇
年
病
院
看
護
実
態
調
査
』（
二
〇
二
一
年
三

月
））。
や
は
り
そ
の
労
働
環
境
は
非
常
に
問
題
が
あ

る
。
北
海
道
医
療
労
働
組
合
連
合
会
（
道
医
労
連
）

は
二
月
四
日
、
昨
年
六
月
に
お
け
る
看
護
師
の
勤
務

実
態
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
道

内
三
三
施
設
の
合
計
二
〇
〇
ヶ
所
の
職
場
か
ら
回
答

を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
交

代
制
の
職
場
が
四
七
・
八
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
よ

り
も
三
・
八
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
夜
勤

を
月
九
回
以
上
行
っ
て
い
る
職
場
は
四
九
・
八
％
で

あ
り
、
全
国
平
均
の
四
〇
・
一
％
を
上
回
っ
て
い
た

（『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
二
年
二
月
五
日
）。
道
内

医
療
機
関
の
職
場
環
境
の
厳
し
さ
を
再
認
識
し
た
。

　「
看
護
師
等
人
材
確
保
に
関
す
る
法
律
」
の
基
本

指
針
で
は
、「
夜
勤
は
月
八
回
以
内
が
適
切
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
医
療
分
野
の
門
外
漢
の
筆
者
で
は

あ
る
が
、
夜
間
労
働
の
過
重
負
担
は
、
慢
性
疲
労
や

感
情
障
害
あ
る
い
は
注
意
力
・
判
断
力
の
低
下
を
招

く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
そ
れ
は
看
護
師
の
健

康
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
安
全
も
危
険
に
晒

す
。「
働
き
方
改
革
」
が
推
進
さ
れ
て
い
る
昨
今
、

看
護
師
の
労
働
環
境
の
改
善
で
は
、
離
職
要
因
の
一

つ
で
あ
る
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
の
改
革
が
、
何
よ
り

も
急
務
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
看
護
師
の
待
遇
改
善
、
い
わ
ゆ

る
賃
上
げ
も
必
要
不
可
欠
だ
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「
感
謝
で
飯
が
食
え
な
い
」（「
武
田
砂
鉄
の
考
え
る

ヒ
ン
ト
」『
北
海
道
新
聞
』
二
〇
二
二
年
二
月
八
日

所
収
）。
賃
上
げ
は
分
配
政
策
と
し
て
も
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
継
続
性
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
労
働
環
境
の
改
善
や
賃
金
引
上
げ
に

加
え
て
、
看
護
師
の
定
着
率
を
高
め
る
た
め
に
は
、

理
事
者
側
や
経
営
者
は
医
療
現
場
の
人
間
関
係
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
前
職
を
辞
め
た
理
由
（
複

数
回
答
）
と
し
て
、「
職
場
の
雰
囲
気
が
苦
手
だ
っ

た
」
三
五
・
二
％
、「
昇
給
・
昇
格
が
見
込
め
な
い
」

三
五
・
一
％
、「
人
手
不
足
に
対
し
て
何
も
改
善
さ

れ
な
か
っ
た
」
三
二
・
七
％
が
、
上
位
を
占
め
て
い

る
（
看
護
師
転
職
『
最
新
デ
ー
タ
で
み
る
看
護
師
を

辞
め
た
理
由
と
転
職
先
に
求
め
る
条
件
』（
二
〇
二

〇
年
九
月
））。
あ
く
ま
で
も
一
調
査
結
果
で
あ
る
け

れ
ど
も
、「
職
場
の
雰
囲
気
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
人

間
関
係
が
醸
し
出
す
空
気
や
組
織
風
土
」
も
大
き
な

要
因
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ

る
職
業
で
も
同
様
な
離
職
理
由
が
伺
え
る
。
た
と
え

ば
、保
育
士
を
辞
め
た
理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、

正
規
職
員
で
は
「
職
場
の
人
間
関
係
」
が
三
九
・
二
％

で
あ
り
、「
労
働
時
間
が
長
い
」
三
三
・
八
％
、「
給

料
が
安
い
」
三
一
・
二
％
よ
り
も
高
い
（
東
京
都
福

祉
保
健
局
『
東
京
都
保
育
士
実
態
調
査
報
告
書
』（
二

〇
一
九
年
五
月
））。
ま
た
、
介
護
関
係
の
仕
事
を
辞

め
た
理
由
（
複
数
回
答
）
で
も
、
女
性
で
は
「
人
間

関
係
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
」
が
二
二
・
六
％
で
最

多
で
あ
っ
た
（
介
護
安
定
セ
ン
タ
ー
『
介
護
労
働
の

現
状
』（
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

　
さ
ら
に
、
一
般
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
す
る
大
学
生
が
、
社
員
に
聞
い
て
み
た
い
話
の
内

容
（
複
数
回
答
）
か
ら
も
同
様
な
傾
向
が
見
て
取
れ

る
。「
社
内
の
人
間
関
係
や
雰
囲
気
」が
首
位
で
あ
り
、

文
系
女
子
で
は
八
〇
・
四
％
、
理
系
女
子
で
は
八
一
・

五
％
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

と
仕
事
の
関
係
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・
三
％
、
二

九
・
八
％
で
あ
っ
た
。（（
株
）
マ
イ
ナ
ビ
『
二
〇
一

八
年
度
マ
イ
ナ
ビ
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
調
査

集
計
報
告
書
』（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
））。

　
生
活
の
安
心
に
繋
が
る
外
部
効
果
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
ほ
ど
、
現
場
の
疲
弊
が
続
い
て
い
る
。
公
的
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
・
強
化
と
共
に
、
組
織
と
し
て
は

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
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